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人を想うこと
旭川・五十嵐　敬信
　僕の家は真宗大谷派のお寺です。現在は僕の祖父が住職をしていますが、亡くなった曾祖父は住職をしながら保護司の仕事をしていました。その話を聞いた時、僕は、保護司って一体何だろうと思いました。家族から説明をしてもらい、保護司というのは、犯罪を犯してしまった人が、再び社会に戻り、生活をしていくことができるように支援をする仕事だと知りました。犯罪を犯してしまった人が、社会復帰をして、家族だけではなく、色々な人たちと関わりながら生活していくことは、とても難しいことだと思います。犯罪の種類にもよるけれど、犯罪を犯す前にも生活状況に何らかの問題があったから、そのような犯罪に走ってしまったのだと思うので、その人が社会復帰後にきちんと生活していくことができるように支援するのは大変なことではないのかと思いました。
　よくテレビのニュースで、「再犯」という言葉を耳にします。犯罪を犯し、一度は後悔もしただろうし、反省もしただろうけれど、やはりまた犯罪を犯してしまう。刑務所でも社会復帰に向けて、様々な更生プログラムがあり、犯罪を犯してしまった人もまた社会で生活していけるように支援しているのだけれど、せっかく社会復帰してもまた同じことを繰り返してしまうという事実を聞いて、そんなに簡単なことではないのだなと感じていました。

　今年の夏休みに、一人のおじいさんがうちのお寺にやって来ました。とても暑い日に自転車をこいで訪ねて来たそのおじいさんの手には小さな額に入った写真がありました。僕の祖母が、その大切そうに持っていた写真を受け取ると、そのおじいさんは六十年以上も前に僕の曽祖父に大変お世話になったのだと言って、話し始めました。昔、とび職をしていたというこのおじいさんの持っていた写真は僕の曽祖父の遺影でした。その写真を大切そうに差し出しながら、
「自分はもう九十歳をすぎて、いつ死ぬかもわからないので、お寺に五十嵐住職の写真をお返ししに来たんだ。」

と言いました。おじいさんは九十歳すぎとは思えないしっかりした表情で、とても優しそうな人でした。おじいさんはその日、曽祖父の夢を見たと話していました。それで、自分が死んだ後にその写真が粗末になっては困ると思い、お寺を訪ねてきてくれたのでした。
　おじいさんが帰られた後、そのおじいさんは若い頃に警察に捕まるようなことがあり、その後に僕の曽祖父の保護観察下にあった人だということを家族に教えてもらいました。
　僕の曽祖父は、祖父が小学校一年生だった時に三十八歳で亡くなっています。なので、僕も僕の母も会ったことはありません。保護司をしていたことも、どんな人だったかも、祖父から聞きました。
　お寺を訪ねてきてくれたそのおじいさんは、若い頃は、色々なことがあり犯罪を犯してしまったりして、おじいさん本人にとっても大変な時期を過ごしていたのだと思います。曽祖父にお世話になったと話すそのおじいさんは、曽祖父が亡くなった後も曽祖父のことを想いながら、一生懸命に生きてきたのだと、写真を大切にしているおじいさんを見て、僕は思いました。そのおじいさんが、昔どんな風な人だったのかはわかりませんが、悪いことをしてしまうような生き方をしているような人だったには違いないと思います。でも、そのおじいさんは曽祖父と出会ったことにより、きっと何かを感じ、おじいさんの中で何かが変わったのではないのかなと思います。優しそうなそのおじいさんは、亡くなって六十年近くも経つ曽祖父のことを今でも大切に想い、そして、夢にまで出てくるほど曽祖父との思い出があるのだなと思いました。
　自分のことを大切に想ってくれる人との出会い、自分が大切で裏切れないと思う人との出会いというのは人を変えることができるのではないかと思います。犯罪を犯してしまった人であっても、人との出会いにより、自分というものを考え直し、人を大切にし、自分も大切にすることができるようになることが大事だと思います。そのような出会いにより、社会復帰を可能にし、より良く生きていけることができるのだということを感じることができた出来事でした。

　おじいさんの大切に持ってきてくれたその小さな遺影は、今、うちの茶の間の祖父の棚の上に飾られています。
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